



































































































































































































　　　　　　格資料  対象変化例（a） 対象無格 対象ヲ格 対象ガ格（b） b/a（%）
中華若木詩抄 6 1 5 0
虎明本狂言集 5 3 1 20
西鶴作品 12 3 4 2 16
近松作品 8 2 4 40
狂言記拾遺 6 5 83


































































































































































































を例に、このような動詞は場所項（locat ive  argument、（in  the  box、on  the 
table・・・））を必要とすると述べている。このことは本論で述べている位置変化動詞
にもあてはまるものと思える。即ち、位置変化動詞は変化した位置を示す場所項を必要
― 34 ―
とするのである。それゆえこの種の動詞は場所句を必要項とする動詞といえる。存在動
詞「ある」も５.１で述べたように場所項をとるものであり、この点で位置変化動詞と
存在動詞「ある」は共通している。５.３で述べたように当時のテアルのアルは本動詞「あ
る」の意味を含んだものであり、対象変化の結果用法では、「ある」とこのような共通
点を持つ位置変化動詞が優先的に用いられたものと思われる。また、出現動詞も出現す
る場所が必要とされるものであり、構文的に位置変化動詞に近いものであったと思われ
る注12。
　２.１で述べたように、中古の対象変化の結果用法で用いられた動詞も、ここで述べ
た三つの分類にあてはまるものであり、中古におけるこの用法も、ここで述べたことと
同様に、テアリのアリの二項動詞としての意味特徴と、場所項を必要とする各々の動詞
の意味特徴を生かして成立したものであろう注13。その意味で、近世前期にみられる対
象がガ格をとる対象変化の結果用法の成立は、中古のこの用法の近世における再生とも
いえる現象である。
５.５　中世～近世の対象変化の結果構文の変遷
　金水（2006、p.274）では、近世中期以降の上方語のテアルに言及して次のように述
べている。
　　 　「－てある」に着目すると、一七世紀初頭までの用法と、一八世紀の用法とでは
隔たりがある。文法化の観点から言えば、一七世紀の「－てある」の方が進んでお
り、一八世紀の用法はむしろ本動詞「いる」「ある」に近い。
ここで述べられている一七世紀の文法化された「－てある」とは、主として、『大蔵虎
明本狂言集』などに多くみられる動作性のアスペクトの完成（～シタ）や、パーフェク
トの用法のものを指していると思える。これらは一八世紀にはいると次第にテアルの用
法から失われていき、主体・対象の変化結果用法のような状態性のアスペクトを示すも
ののみが残るが注14、このうち、対象変化の結果用法では、一六世紀に入ると対象がヲ
格で示されるという変則的な形をとるが、一七世紀末から一八世紀にかけて、存在対象
（＝主語）がガ格をとる空間的存在文（「・・ガ（～ニ）アル」）の影響を受け、テアル
のアルが存在動詞「ある」の意味を持つことにより、変化対象がガ格をとる対象変化の
結果用法を再生させている。このような一七世紀から一八世紀にかけてのテアル文の対
象変化の結果構文の変遷は、上述の金水（2006）の説に沿ったものであるといえよう。
６　本稿のまとめ
　中古では、テアリ文の対象変化の結果用法において、対象は無格であるが、テアリ文
の他の変化の結果用法や、タリ文の変化の結果用法と同様に主語の位置を占めている。
中世後期になると、対象変化の結果構文の対象はヲ格で示されるようになった。しかし
ながら、存在主体（＝主語）をガ格で示し動詞に「ある（在る）」を用いる空間的存在
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文が、中世末期～近世前期にわたり多くみられるようになると、この存在文を基にし
た、対象がガ格で表示される対象変化の結果用法が生じた。この対象変化の結果構文
は、対象（＝主語）が無格ではなくガ格を取る点で異なるが、中古の対象変化の結果用
法の再生ともいえるものである。テアルの本動詞「ある」は場所句を必要項とするもの
なので、対象変化の結果用法で用いられる対象変化動詞には、同様に場所句を必要とす
るような動詞が優先的に用いられているのである。
注
注１ 　タリ文の対象変化の結果構文の主語については神永（2016、pp.57-58）を参照。なお、変化対象が
テアリ文の主語である件については注13でも触れている。
注２ 　５作品の例文はすべて新編日本古典文学全集（小学館）に収録されているものを使用した。また例
文の検索・収集には国文学研究資料館データベース古典コレクション『源氏物語』（1999）、『歴史物
語』（2003）（CD－ROM版、岩波書店）を利用した。用例中の出典名は源氏物語が「源」のように、
全て略して示した。なお、中古のテアリ文では、テとアリの間に係助詞や副詞（「しも」等）が挿入
されているものが半数を超える。テアリのもつアスペクトの意味は、これら挿入語句の有無にかかわ
らず変わらないので、本稿ではこれら形態の異なるテアリ文もすべて同等に扱う。また、テアリ、タ
リは時代の進行に応じてテアル、タルと表記を変える。
注３　 対象変化の結果用法には、対象として有情物（人々）のものが２例ある。１例を示す。
　　　また、御迎への出車ども十二、本所の人々乗せてなんありける。（源　宿木　⑤486頁）
　　 　これらの２例の「人々」には、自らの意思で動作するという意志性がみうけられないので、非情物
として扱えるものである。
注４ 　神永（2016）では、対象変化動詞を大きく二つに分類しているが、ここでは同じ内容であるが、動
詞間の異なりを明確にするため三つに分類してみた。なお、分類された個々の動詞の意味特徴につい
ては５．４で述べる。
注５ 　例文（7）の後半は「宮仕えしている人を各部屋に置いておきたいものだ」の意味になる。なお、
この例文の行為者は枕草子の作者である清少納言である。
注６ 　迫野（1998、pp.222-223）によれば、「中華若木詩抄」以前の「蒙求抄」「毛氏抄」には対象変化の
結果用法が現れない。
注７ 　以下で使用したテキストについては、本稿末の＜調査資料＞で示す。
注８　この例には本稿の例文（12）が含まれている。
注９　テアルの古風な用法である完成については、神永（2015、pp.９-13）を参照。
注10　虎明本と虎寛本と関係については、神永（2015、pp.３-４）を参照。
注11 　金水（2006）では存在文を「空間的存在文」と、特定の集合における要素の有無を表す「限量的存
在文」の二つに分類している。なお、金水（2006、p.283）では、空間的存在文とテアルの関係につ
いて、「存在表現の用法の中では、特に空間的存在文から存在型アスペクト形式（＝テアル、テイル
等（この部分論者加筆））へと発展するものと思われる」と述べているが、記述はこれだけに留まっ
ている。本稿はこの空間的存在文とテアル文の関係について、具体的な用例を示しながら考察を加え
ていったものである。
注12　出現動詞 「書く」を用いた次の例文では、場所句が含まれている。
　　　なむよろい、なむよろい、是になにやらかひてある  （虎明本　よろい　上76頁）
　　 　また、質的・形状的変化動詞で二度用いられている「干す」については、この動詞を用いた次のよ
うな文例がみられる。
　　　垣根に干し捨てし胡麻殻を一束ね引き寄せ、  （西鶴　新可笑記　④492頁）
　　 　ここでは「干す」は場所句「垣根に」と共に使われているので、この動詞は場所句と共起しやすい
面をもっていたのかもしれない。
注13 　このことからも、中古の対象変化結果構文の対象は文主語に相当するものであることが明らかである。
― 36 ―
注14　中世末から近世前期にかけてのテアル文の変遷については神永（2015、pp.8-13）を参照。
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